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コメント 

本研究は分子手術という独自の合成手法を用いて、活性分子や金属種

をフラーレンの微細な炭素空間中に閉じ込めた分子創成に関するもので

ある。応募者は、関連分野において世界で有数の研究業績を上げており、

今後も新規分子を挿入したフラーレン合成とその化学的性質に関する十

分な研究成果を上げることが期待される。 
現時点では片端から様々な分子をフラーレンに挿入し、閉じ込められ

た分子に関しての化学的性質に関する研究成果を期待する段階である

が、フラーレン自体の特異な物性探索の観点からの顕著な成果が望まれ

るため、基盤研究（Ｓ）として推進することが適当と判断した。 
 


